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事業者名及び代表者名

大東建設株式会社

所在地

本社　〒 786-0514　　　高知県高岡郡四万十町河内250-1　十和ビル1F

倉庫　〒 786-0514　　　高知県高岡郡四万十町河内250-1

環境管理責任者及び担当者連絡先

: 0880-28-5139

: 0880-28-5344

： daito@shimanto.tv

事業内容

建設業（一般土木工事業）　主に道路・河川の工事を行っております。

高知県知事許可（特-28）第000781号

土木工事業　とび・土工工事業　舗装工事業

管工事業　水道施設工事業

産業廃棄物収集運搬業の許可の有無：無

事業の規模

2,000万円

12,000万円（令和4年4月～令和5年3月）

9名

事務所延床面積 140㎡

事務所敷地面積 183㎡

倉庫延床面積 697㎡

倉庫敷地面積 752㎡

過去の実績

【 会計年度 】 4 年 4 月 5 年 3 月

9

183

140

令和4年度

令和4年4月

～

令和5年3月

120

183 183

140 140 140 140

157 66

9 9 9 9

令和2年4月 令和3年4月

～ ～

令和2年3月 令和3年3月 令和4年3月

㎡

活動規模

完成工事高

従業員

令和元年度

～

251

183183

単位

百万円

人

㎡

平成30年度

平成30年4月

～

平成31年3月

172

1.　組 織 の 概 要

（1）

代 表 取 締 役

（2）

E-mail

環 境 管 理 責 任 者

連絡先担当者（総務）

TEL 

FAX

（3）

山 本 卓

令和2年度 令和3年度

平成31年4月

令 和 ～ 令 和

従 業 員 数

（4）

許 可 番 号

許 可 年 月 日

建 設 業 種 類

資 本 金

設 立 年 月 日

令和3年6月25日

（5）

完 成 工 事 高

1955年10月13日

事務所敷地面積

事務所延床面積
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【 対象範囲（認証・登録範囲）】

対象事業：全組織及び全活動

対象となる持続可能な開発目標（SDGs）範囲

貧困をなくそう オーガニック

飢餓をゼロに オーガニック、フェアトレード

すべての人に健康と福祉を 高齢者雇用

質の高い教育をみんなに 環境教育の実施

ジェンダー平等を実現しよう 障害者雇用

安全な水とトイレをを世界中に 水道使用、節水、雨水利用

エネルギーをみんなにそしてクリーンに 再生可能エネルギー使用

働きがいも経済成長も 高齢者雇用、障害者雇用

産業と技術革新の基礎をつくろう 低燃費、長寿命化、環境負荷低減

人や国の不平等をなくそう 高齢者雇用、障害者雇用

住み続けられるまちづくりを ＣＯ2 削減、エコドライブ

つくる責任つかう責任 コピー用紙削減、環境配慮工事

気候変動に具体的な対策を ＣＯ2 削減、省エネ、環境配慮工事

海の豊かさを守ろう 下水道、排水処理の場合

陸の豊かさも守ろう 緑化、植林、社有林の保全

平和と公正をすべての人に 寄付、環境教育

パートナーシップで目標を達成しよう 寄付、環境教育

備　　考

2.　対象範囲　

○

○

○

○

項目 当社対象有無

12

13

14

15

16

17

6

7

8

9

10

11

ＳＤＧｓＮＯ．

1

2

3

4

5
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私たち大東建設株式会社は、土木工事業を行う企業としてすべての事業活動における地球環

境への負荷を考慮し、環境負荷の低減に積極的に取組みます。

全社員が環境への影響を認識することで、地域を流れる四万十川や周辺の環境を後世に残せ

るよう地域密着型企業として全社で環境保全活動に取組み、継続的な改善による環境経営を

行います。

① 全社員に環境経営方針について周知徹底を図り、環境保全活動を継続します。

② 重機・ダンプトラック・車両等の燃料使用量を削減します。

③ 事務所・現場における電力使用量を削減します。

④ 現場・事務所における廃棄物排出量を削減します。

⑤ 節水により水使用量を削減します。

⑥ 現場においては、環境配慮工法等の検討、また環境配慮型製品を積極的に使用します。

⑦ ロードボランティア・地域のボランティア活動に積極的に参加します。

⑧ 環境関連法規及び条例を遵守します。

⑨ 環境経営レポートは外部公表します。

: 23 年 3 月 28 日
: 2 年 3 月 31 日

大 東 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山本　卓

3.環 境 経 営 方 針

環境経営理念

基 本 方 針

制 定 日 平 成
改 定 日 令 和
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・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境経営システムの実施及び管理に必要な人,設備,費用,時間,技術者を用意

・ 環境管理責任者を任命

・ 経営における課題とチャンスの明確化

・ 環境経営方針の策定,見直し及び全従業員に周知

・ 環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制を承認

・ 全体の評価と見直し・指示を実施

・ 環境経営システムの構築,実施,管理

・ 環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・ 環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制を確認

・ 環境活動の取組を代表者に報告

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・ 環境経営目標,環境経営計画の原案の作成

・ 環境経営計画の実績集計

・ 環境経営レポートの作成

・ 環境管理責任者の補佐、EA21推進の事務局

・ 環境関連法規等の取りまとめ表を作成

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・ 自部門における環境経営システムの実施

・ 自部門における環境経営方針の周知徹底

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・ 自部門の問題点の発見・是正・処置

・ 環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・ 決められたことを守り,自主的・積極的に環境活動へ参加

4.　環 境 管 理 組 織 体 制

代表取締役

環境管理責任者 EA21委員会

倉庫建設現場

総務部 工事部

全従業員

代表取締役

役割・責任・権限

環境管理システム　役割・責任・権限表

EA21委員会

各部門長

環境管理責任者
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： 4 年 4 月 5 年 3 月

(１)単年度目標

・ 基準年は平成27年度～平成28年度の実績の平均値とする。

・ 電力のCO₂排出量については、電気事業者別のCO₂排出係数（2015年度実績）

（平成28年12月27日公表）の四国電力の調整後排出係数0.669（kg-CO₂/kWh）を使用した。

・ グリーン購入率(％) ＝ グリーン購入費 ／ 事務用品総購入費 * 100 で算出します。

・ 環境配慮工法について

排ガス対策型重機等使用、看板・型枠等県内産木材使用、濁水流出防止対策実施、粉塵等防止対策、

環境負荷の少ない材料の使用、環境負荷軽減を取り入れた工事

(２)中長期目標

用水使用量については、浄化槽の水質維持の為必要な30.0m3を下限とし目標値を設定する。

【工事高百万円当り】

・ 現場での電気使用は燃料使用の発電機を用いるためありません。

また、水も自然水を使用するため上水の使用はありません。

・ 二酸化炭素排出量と産業廃棄物排出量は、工事量の増減等により変動すると思われるので、

排出量を売上高百万円当たりの数値で設定しておきます。

 二酸化炭素排出量 kg-CO₂/百万円 546 515 512 510 507

 産業廃棄物排出量 t/百万円 2.24 2.10 2.08 2.06 2.04

 グリーン購入率 % 100 100 100.0 100.0 100.0

 環境配慮工法・
件

11 全件 全件 全件 全件
 環境保全製品使用工事 11 工事受注件数 工事受注件数 工事受注件数 工事受注件数

 産業廃棄物排出量 t 358.9 340.0 336.6 333.2 334.9

 産業廃棄物再生資源化率 % 100 100 100.0 100.0 100.0

 用水使用量 m³ 24.0 30.0 30.0 30.0 30.0

 一般廃棄物排出量 kg 148.9 141.0 140.0 139.0 138.0

 電力使用量 kWh 4,015 3,800 3,790 3,780 3,770

 二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 87,400 82,500 82,088 81,675 81,263

目　標 目　標 目　標

(平均値)

 燃料使用量 ℓ 33,250 31,430 31,273 31,116 30,959

令和5年度 令和6年度 令和7年度

平成27年度～
(令和4年4月
～令和5年3

月)

(令和5年4月
～令和6年3

月)

(令和6年4月
～令和7年3

月)

(令和7年4月
～令和8年3

月)
平成28年度

 環境配慮工法・
件

11 全件
 環境保全製品使用工事 11 工事受注件数

項　　　目 単 位

基準値 令和4年度

実績 目　標

 産業廃棄物排出量 t 358.9 340.0

 産業廃棄物再生資源化率 % 100 100

 グリーン購入率 % 100 100

 二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 87,400 82,500

 用水使用量 m³ 24.0 30.0

 一般廃棄物排出量 kg 148.9 141.0

5. 環 境 経 営 目 標

項　　　目 単 位

基準値
令和4年度

平成27年度～

平成28年度
(令和4年4月
～令和5年3

月)
実績

(平均値) 目　標

 燃料使用量 ℓ 33,250 31,430

 電力使用量

期 間 令 和 ～ 令 和

kWh 4,015 3,800
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： 4 年 4 月 5 年 3 月

・ アイドリングストップ運動

・ 空ぶかし、急発進、急加速の禁止

・ 乗合せによる移動を行う

・ 現場に見合った重機の選定

・ 定期点検・使用前点検の徹底

・ 排出ガス対策型の重機の使用

・ 過積載、速度超過をしない

・ エアコンの温度管理の徹底（暖房：20°冷房：28°）

・ エアコン(冷房)の使用時間の短縮、扇風機の利用

・ 昼休み、退社時の消灯

・ 必要以外の照明器具のこまめな消灯

・ パソコンの不使用時の電源OFF

・ 日常の節水の施行

・ 蛇口の締め忘れの確認

・ 洗車時間の短縮と水を流しっぱなしにしない

・ 定期的に漏水の確認を行う

・ ゴミの分別、計量、再利用の検討

・ コピー用紙の両面印刷、集約コピー

・ 不要コピー用紙の裏面再利用

・ ミスプリント削減、印刷前の確認

・ 建設副産物の分別、リサイクル化

・ 処分の委託契約の締結

・ マニフェスト伝票の適正な管理

・ 再生紙、エコマーク商品の優先購入

・ 使用済トナーカートリッジ等の

リサイクル業者への引き渡し

・ 看板・型枠へ間伐材の使用

・ 県内産資材、環境保全型製品の使用

・ 再生資材、材料の積極的な使用

・ 低騒音、排ガス対策型重機・機械の使用

・ 濁水流出防止対策、粉塵等防止対策

・ 各現場環境に応じた環境負荷の少ない

施工方法の選定

・ ロードボランティアの積極的参加

・ 四万十川清掃一斉活動への参加

・ 現場周辺の清掃活動

・ 地域イベント等への協力及び参加

地域貢献活動 工事部

適宜

（全社）
現場担当者

全従業員

環
境
に
配
慮
し
た
工
法

環境配慮型資材
(現場)

現場担当者 通年

環境配慮工法
(現場)

産業廃棄物排出量削減
（現場）

現場担当者 通年

グリーン購入
総務部 通年

（事務所）

用水使用量削減
（事務所）

環境管理責任者 通年

一般廃棄物排出量削減
（事務所）

総務部 通年

期限

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

燃料使用量削減
環境管理責任者 通年

（事務所・現場）

現場担当者 通年

電力使用量削減

環境管理責任者 通年（事務所）

項　　目 活　動　内　容 責任者

6.　環 境 経 営 計 画

期 間 令 和 ～ 令 和
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(１)本年度実績

【工事高百万円当り】　令和4年度工事高：120（百万円）

・ 電力のCO₂排出量については、電気事業者別のCO₂排出係数（2015年度実績）

（平成28年12月27日公表）の四国電力の調整後排出係数0.669（kg-CO₂/kWh）を使用した。
・ グリーン購入率(％) ＝ グリーン購入費 ／ 事務用品総購入費 * 100 で算出します。
・ 環境配慮工法について

排ガス対策型重機等使用、看板・型枠等県内産木材使用、濁水流出防止対策実施、粉塵等防止対策、
環境負荷の少ない材料の使用、環境負荷軽減を取り入れた工事

・ 達成率(%)＝目標値／実績値*100　で算出する。100％以上で目標達成。

〈環境目標未達成理由〉
・ 産業廃棄物再生資源化率 … 現場から排出された廃プラスチック類が最終処分(埋立)により再生資源化

未達成要因 が行えなかった為
・ 工事高百万円当りの … 工事高に対し重機及び工事車両の稼働率の高い工種が多く、また遠方への

二酸化炭素排出量増加要因 残土運搬処理による工事車両の稼働が多かった為

(２)過去の実績の推移

【工事高百万円当り】

・ 電力のCO₂排出量については、電気事業者別のCO₂排出係数（2015年度実績）

（平成28年12月27日公表）の四国電力の調整後排出係数0.669（kg-CO₂/kWh）を使用した。

 二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 494 520 504 858 664
/百万円

 産業廃棄物排出量 t 0.69 0.88 1.56 1.30 1.08
/百万円

 環境配慮工法・ 件 13 10 9 16 13
 環境保全製品使用工事 13 10 9 16 13

 産業廃棄物再生資源化率 % 100 100 98.7 95.3 97.1

 グリーン購入量 % 100 100 100 100 100

 一般廃棄物排出量 kg 147.0 145.0 160.0 141.5 140.0

 産業廃棄物排出量 t 118.5 220.7 245.5 85.8 130.0

 二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 84,894 130,642 79,187 56,614 79,723

 用水使用量 m³ 25.0 23.0 23.5 27.0 27.5

 燃料使用量 L 31,951 50,156 30,436 21,500 30,628

 電力使用量 kWh 4056 3,995 3,813 3,995 3,795

工事高 百万円 172 251 157 66 120

従業員数 人 9 9 9 9 9

年　度 単 位
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

実績 実績 実績 実績 実績

 二酸化炭素排出量
kg-CO₂

515 664 +149 78% ×
/百万円

 産業廃棄物排出量
t

2.10 1.08 -1.02 194% ○
/百万円

 環境配慮工法・
件

全件 13
±0 100% ○

 環境保全製品使用工事 工事受注件数 13

 産業廃棄物再生資源化率 % 100 97.1 -2.9 97% ×

 グリーン購入量 % 100 100 ±0 100% ○

 一般廃棄物排出量 kg 141.0 140.0 -1.0 101% ○

 産業廃棄物排出量 t 340.0 130.0 -210.0 262% ○

 二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 82,500 79,723 -2,777 103% ○

 用水使用量 m³ 30.0 27.5 -2.5 109% ○

 燃料使用量 L 31,430 30,628 -802 103% ○

 電力使用量 kWh 3,800 3,795 -5 100% ○

7. 環 境 経 営 目 標 の 実 績

項　　　目 単 位

令和4年度 令和4年度
目　標 実　績

令和4年4月～ 令和4年4月～
増減

令和5年3月 令和5年3月

　100%　○
100%未満×

達成状況

100%以上○

100%未満×

100%以上○
100%未満×

評価基準

100%以上○

100%未満×
100%以上○

100%未満×
100%以上○
100%未満×
100%以上○

100%未満×
100%以上○
100%未満×
100%以上○

100%未満×
　100%　○
100%未満×
　100%　○

100%未満×

目標/実績 評価
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　燃料使用量（総量：ガソリン、軽油、灯油） 　燃料使用量（原単位：ガソリン、軽油、灯油）
単位：ℓ／年 単位：ℓ／百万円

ガソリン 軽油 灯油 ガソリン 軽油 灯油

（ℓ／年） （ℓ／年） （ℓ／年） （ℓ/百万円） （ℓ/百万円） （ℓ/百万円）

平成３０年度 5,518 26,433 0 平成３０年度 32.1 153.7 0.0

令和元年度 5,491 44,605 60 令和元年度 21.9 177.7 0.2

令和２年度 7,252 23,144 40 令和２年度 46.2 147.4 0.3

令和３年度 5,874 15,606 20 令和３年度 89.0 236.5 0.3

令和４年度 7,052 23,556 20 令和４年度 58.8 196.3 0.2

電力使用量（総量：ｋＷｈ／年） 電力使用量（原単位：ｋＷｈ／百万円）

電力使用量 電力使用量

（ｋＷｈ／年） （ｋＷｈ／百万円）

平成３０年度 4,056 平成３０年度 24

令和元年度 3,995 令和元年度 16

令和２年度 3,813 令和２年度 24

令和３年度 3,995 令和３年度 61

令和４年度 3,795 令和４年度 32

年　度 年　度

年　度 年　度
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ガソリン （ℓ／年） 軽油 （ℓ／年） 灯油 （ℓ／年）
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燃料使用量（原単位：ガソリン、軽油、灯油）

ガソリン （ℓ/百万円） 軽油 （ℓ/百万円） 灯油 （ℓ/百万円）
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ＣＯ2 排出量（総量：（ｋｇ－ＣＯ2） ＣＯ2 排出量（原単位：ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

ＣＯ2 排出量 ＣＯ2 排出量

（ｋｇ－ＣＯ2 ）
（ｋｇ－ＣＯ2/百万

円）

平成３０年度 84,894 平成３０年度 494

令和元年度 130,642 令和元年度 520

令和２年度 79,187 令和２年度 504

令和３年度 56,614 令和３年度 858

令和４年度 79,723 令和４年度 664

用水使用量(総量：ｍ3） 用水使用量(原単位：ｍ3/百万円）

用水使用量 用水使用量

（ｍ3 ） （ｍ3/百万円 ）

平成３０年度 25.0 平成３０年度 0.15

令和元年度 23.0 令和元年度 0.09

令和２年度 23.5 令和２年度 0.15

令和３年度 27.0 令和３年度 0.41

令和４年度 27.5 令和４年度 0.23

年　度 年　度

年　度 年　度
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廃棄物排出量（総量：一般廃棄物、産業廃棄物） 廃棄物排出量（原単位：一般廃棄物、産業廃棄物）
単位：一般廃棄物　ｋｇ／年 単位：一般廃棄物　ｋｇ／百万円
単位：産業廃棄物　ｔ／年 単位：産業廃棄物　ｔ／百万円

一般廃棄物 産業廃棄物 一般廃棄物 産業廃棄物

ｋｇ／年 ｔ／年 ｋｇ／百万円 ｔ／百万円

平成３０年度 147.0 118.5 平成３０年度 0.85 0.69

令和元年度 145.0 220.7 令和元年度 0.58 0.88

令和２年度 160.0 245.5 令和２年度 1.02 1.56

令和３年度 141.5 85.8 令和３年度 2.14 1.30

令和４年度 140.0 130.0 令和４年度 1.17 1.08

産業廃棄物再資源化率（％）

産業廃棄物

再資源化率

（％）

平成３０年度 100

令和元年度 100

令和２年度 98.7

令和３年度 95.3

令和４年度 97.1

グリーン購入（％）

グリーン購入

（％）

平成３０年度 100

令和元年度 100

令和２年度 100

令和３年度 100

令和４年度 100

環境負荷の少ない工事（％）

環境負荷の

少ない工事

（％）

平成３０年度 100

令和元年度 100

令和２年度 100

令和３年度 100

令和４年度 100
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※ 対象期間 4 年 4 月 5 3 月

※ 評価方法 事務所… 月毎の使用量等のデータを基に全体の評価をする

現  場… 現場での環境活動のチェック表等により評価する

・ アイドリングストップ運動

・ 空ぶかし、急発進、急加速の禁止

・ 乗合せによる移動を行う

・ 現場に見合った重機の選定

・ 定期点検・使用前点検の徹底

・ 排出ガス対策型の重機の使用

・ 過積載、速度超過をしない

・ エアコン、暖房器具の温度管理の徹底

（暖房：20°　冷房：28°）

・

・ 昼休み、退社時の消灯

・ 必要以外の照明器具のこまめな消灯

・ パソコンの不使用時の電源OFF

・ 日常の節水の施行

・ 蛇口の締め忘れの確認

・

・ 定期的に漏水の確認を行う

・ ゴミの分別、計量、再利用の検討

・ コピー用紙の両面使用、集約コピー

・ 不要コピー用紙の裏面再利用

・ ミスプリントの削減、印刷前の確認

・ 建設副産物の分別、リサイクル化

・ 処分の委託契約の締結

・ マニフェスト伝票の適正な管理

・ 再生紙、エコマーク商品の優先購入

・ 使用済トナーカートリッジ等の

リサイクル業者への引き渡し

・ 看板・型枠へ間伐材の使用

・ 県内産資材、環境保全型製品の使用

・ 再生資材、材料の積極的な使用

・

・

施工方法の選定

・ ロードボランティアの積極的参加

・ 四万十川清掃一斉活動への参加

・ 現場周辺の清掃活動

・ 地域イベント等への協力及び参加

（全社） 実施できている。今後も取組を継続する。

こいのぼりの川渡しに参加。

低騒音、排ガス対策型重機・機械の使用 実施できている。今後も取組を継続する。

・ 濁水流出防止対策、粉塵等防止対策
沈砂池設置等の濁水流出防止対策ができていた。

清掃・散水等の粉じん防止対策ができていた。

各現場環境に応じた環境負荷の少ない
実施できている。今後も取組を継続する。

地域貢献活動

年間を通じて実施できている。

四万十川一斉清掃活動に参加。

環
境
に
配
慮
し
た
工
法

環境配慮型資材
(現場)

高知県内産間伐材の看板・型枠を使用した。

工種により制限される為、全工事ではな
いがほぼ使用できていた。

環境配慮工法
(現場)

グリーン購入
実施できている。今後も優先的に購入する。

実施できている。今後も取組を継続する。
（事務所）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

産業廃棄物排出量削
減

(現場)

再生資源化できない廃棄物もあったが、実施できている。

実施できている。今後も取組を継続する。

実施できている。今後も取組を継続する。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

一般廃棄物排出量削
減　　　　　（事務

所）

実施できている。
再利用の検討や排出量削減に向け更に取
組を行う。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

適切な温度管理が実施できている。

実施できている。今後も取組を継続する。

実施できている。今後も取組を継続する。

実施できている。今後も取組を継続する。

〇

〇 〇

実施できている。今後も取組を継続する。

用水使用量削減
（事務所）

実施できているが、浄化槽の水質維持管
理の為一定水量を必要とすることを配慮
しながら今後も更なる削減活動を継続し
て取り組む。

洗車時間の短縮と水を流しっぱなしにしない

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

燃料使用量削減
重機及び工事車両の稼働率の高い工種及
び遠方の残土運搬処理により工事高に対
しては燃料使用量が多かったが燃料使用
量削減に向けての取組はできていた。燃
料使用量削減及びCO2排出抑制にに向け
て、更なる削減活動を継続しに継続して
取り組む。

実施できている。今後も取組を継続する。

8.　環境経営計画の取組結果とその評価・見直し

令 和 ～ 令 和

項　　目 活　動　内　容 取組結果と見直し
評価

年

前期 後期 総評

（事務所・現場）

エアコン(冷房)の使用時間の短縮、扇風機の利用（事務所）

電力使用量削減

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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（1）環境経営目標

： 5 年 4 月 6 年 3 月

(１)中長期目標及び単年度目標

・ 電力のCO₂排出量については、電気事業者別のCO₂排出係数
令和4年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.574（kg-CO₂/kWh）を使用した。

・ 環境配慮工法について
排ガス対策型重機等使用、看板・型枠等県内産木材使用、濁水流出防止対策実施、
粉塵等防止対策、環境負荷の少ない材料の使用、環境負荷軽減を取り入れた工事

・ 地域貢献活動について
四万十川一斉清掃活動への参加、地域イベント等への協力及び参加
ロードボランティア(清掃活動)への参加等

・ 用水使用量については、浄化槽の水質維持の為必要な30.0m3を下限とし目標値を設定する。

・ 現場での電気使用は燃料使用の発電機を用いるためありません。
また、水も自然水を使用するため上水の使用はありません。

実績 目　標 目　標 目　標

5 6 7 8件 地域貢献活動

 一般廃棄物排出量 kg 140.0 138.6 137 136

 環境配慮工法・
件

13 全件 全件 全件

 環境保全製品使用工事 13 工事受注件数 工事受注件数 工事受注件数

 産業廃棄物再生資源化率 % 97.1 98.1 99.1 100.0

 用水使用量 m³ 30.0 30.0 30.0 30.0

 電力使用量 kWh 3,795 3,757 3,719 3,682

 産業廃棄物排出量 t 130.0 129.0 128 126

 二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 79,363 78,569 77,783 77,005

 燃料使用量

ガソリン ℓ 7,052 6,982 6,912 6,843

軽　油 ℓ 23,556 23,320 23,087 22,856

項　　　目 単 位

基準値

令和4年度
～令和6年3月) ～令和7年3月) ～令和8年3月)

(令和5年4月

令和5年度

(令和6年4月

令和6年度

(令和7年4月

令和7年度

期 間 令 和 ～ 令 和

9.　次年度の取組内容
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： 5 年 4 月 6 年 3 月

・ アイドリングストップ運動

・ 空ぶかし、急発進、急加速の禁止

・ 乗合せによる移動を行う

・ 現場に見合った重機の選定

・ 定期点検・使用前点検の徹底

・ 排出ガス対策型の重機の使用

・ 過積載、速度超過をしない

・ エアコンの温度管理の徹底（暖房：20°冷房：28°）

・ エアコン(冷房)の使用時間の短縮、扇風機の利用

・ 昼休み、退社時の消灯

・ 必要以外の照明器具のこまめな消灯

・ パソコンの不使用時の電源OFF

・ 日常の節水の施行

・ 蛇口の締め忘れの確認

・ 洗車時間の短縮と水を流しっぱなしにしない

・ 定期的に漏水の確認を行う

・ ゴミの分別、計量、再利用の検討

・ コピー用紙の両面印刷、集約コピー

・ 不要コピー用紙の裏面再利用

・ ミスプリント削減、印刷前の確認

・ 建設副産物の分別、リサイクル化

・ 処分の委託契約の締結

・ マニフェスト伝票の適正な管理

・

・ 再生紙、エコマーク商品の優先購入

・ 使用済トナーカートリッジ等の

リサイクル業者への引き渡し

・ 看板・型枠へ間伐材の使用

・ 県内産資材、環境保全型製品の使用

・ 再生資材、材料の積極的な使用

・ 低騒音、排ガス対策型重機・機械の使用

・ 濁水流出防止対策、粉塵等防止対策

・ 各現場環境に応じた環境負荷の少ない

施工方法の選定

・ ロードボランティアの積極的参加

・ 四万十川清掃一斉活動への参加

・ 現場周辺の清掃活動

・ 地域イベント等への協力及び参加

地域貢献活動 工事部

（全社）
現場担当者

全従業員

グリーン購入
総務部

（事務所）

環
境
に
配
慮
し
た
工
法

環境配慮型資材
(現場)

現場担当者

環境配慮工法
(現場)

用水使用量削減
（事務所）

環境管理責任者

一般廃棄物排出量削減
（事務所）

総務部

産業廃棄物排出量削減
（現場）

現場担当者

産業廃棄物はできるだけ再資源化処理業者に委託する

項　　目 活　動　内　容 責任者

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

燃料使用量削減
環境管理責任者

（事務所・現場）

現場担当者

電力使用量削減

環境管理責任者（事務所）

期 間 令 和 ～ 令 和

9.　次年度の取組内容

（2）環境経営計画
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評価確認日：

（1） 環境関連法規等の遵守状況 最新版確認日：

法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 遵守

測定時期 確認

廃棄の処理及び清掃に関する 第３条 ○事業者の責務 必要時

法律 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任 遵守

において適正に処理

第１２条 ○産業廃棄物の事業者の処理 必要時

産業廃棄物の委託契約

第１２条の ○多量排出事業者（年間１，０００ｔ以上） 必要時

１０、１１項 の計画の都道府県知事への提出・報告

第１２条の三 ○産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 廃棄物排出時

第１２条の三 ○マニフェスト交付状況報告書の作成及び 年１回

７項 都道府県知事（高知県知事）への提出 毎年６月末

第１４条 ○産業廃棄物収集運搬業の都道府県知事の許可 期限切れ

（５年毎に更新） ３ケ月前

第１４条の一 ○産業廃棄物処理基準による収集運搬、処分 必要時

１２項 表示、書面備付義務

規則第８条 ○保管場所の表示 必要時

見易い箇所に掲示板を設置 該当なし

（縦６０ｃｍ以上×横６０ｃｍ以上）

資源の有効な利用の促進に 第４条 ○土砂、コンクリート塊、アスファルト・コン 必要時

関する法律 クリート塊、木材等の減量化及びリサイクル

（リサイクル法）

建設工事に係る資材の再資源化 第５条 〇建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び 必要時

等に関する法律 建設資材廃棄物の再資源化等費用の低減努力

（建設リサイクル法） 〇建設資材廃棄物の再資源化により得られた建

設資材を使用する努力

第９条 〇分別解体等の実施 必要時

第１０条 　解体：床面積８０ｍ2 以上

　新築・増築：床面積５００ｍ2 以上 該当なし

〇対象建設工事は７日前までに都道府県知事

に届出

騒音規制法 第５条 ○騒音規制基準の遵守 必要時

第１４条 ○特定建設作業の実施の届出 必要時

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

振動規制法 第５条 ○振動規制基準の遵守 必要時

第１４条 ○特定建設作業の実施の届出 必要時

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

消防法 第１０条 ○指定数量以上の危険物貯蔵の消防長 必要時

への許可

第１石油類 ｶﾞｿﾘﾝ：200ℓ

第２石油類 灯油、軽油：1,000ℓ 該当なし

第３石油類 重油：2,000ℓ

第４石油類 潤滑油：6,000ℓ

ｷﾞﾔ油、ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ、ﾏｼﾝ油

第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時

（指定数量の１／５以上指定数量未満の 該当なし

危険物貯蔵）

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

該当なし

遵守

10. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴
訟等の有無

遵守

該当なし

遵守

令和5年4月1日

令和5年4月1日
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法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者

測定時期

フロン類の使用の合理化及び 第１９条 ○事業者によるフロン類の漏洩量等の報告 年１回

管理の適正化に関する法律 1,000 CO2-t/年以上、事業所所管大臣への報告

（フロン排出抑制法） 第５条 ○定期点検の実施

エアコン：3.7kW以上50kW未満 １回／３年 遵守

エアコン：50kW以上 １回／年

冷蔵機器、冷凍機：3.7kW以上 １回／年

○エアコンの簡易点検 １回／３ケ月

浄化槽法 第１０条 ○年１回の浄化槽の保守点検、清掃実施 年１回

第１１条 ○年１回の水質検査実施 遵守

高知県環境基本条例 第６条 ○事業者の責務 必要時

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理 遵守

高知県清流保全条例 第２条 ○事業者の清流保全の努力 必要時

四万十町環境基本条例 第５条 ○事業者の責務 必要時

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理 遵守

四万十市四万十川の保全及び 第７条 ○景観保全に関する届出 必要時

振興に関する基本条例 ・土石の採取

・盛土、切土による土地の形状変更

・屋外において土石、廃棄物、再生資源、

再生部品の蓄積、貯蔵する行為

・天然林を伐採し、スギ・ヒノキの植樹

・看板、広告板、サーチライト照明等の設置

（2） 環境関連法規等の違反、訴訟の有無

　令和4年4月1日～令和5年3月31日までの間、環境関連法規等の遵守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

　また、関係当局より違反等の指摘は過去3年間ありませんでした。

遵守

遵守
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※ 対象期間 4 年 4 月 ～ 5 年 3 月
報告年月日：令和5年4月24日

【取組状況の評価結果】

①環境関連法規制等の遵守状況

特にありませんでした。

③前回までの代表者からの指示事項への対応 【環境経営目標・環境活動計画】

特にありませんでした。

【環境活動計画の達成状況】

〇：達成　△：不十分　×：未達成

【周囲の変化の状況】

①外部コミュニケーション

苦情等はありませんでした。

②その他

代表取締役社長
承認

令和5年4月24日

山本　卓

環境配慮工法
〇 〇

今後も各現場毎に検討し、適し
た取組・使用に取り組む。

本年度は、工事高に対して重機・工事車両稼働率の
高い工種が多く、遠方への残土運搬処理による燃料
使用の増加もあり原単位においてはCO2排出量削減の
目標が達成できていなかった。しかし、それ以外の
燃料使用量・CO2排出量等全ての項目において、目標
値も達成できており環境活動への取組が全体的にで
きていた。
環境活動への意識向上が図られてきており、今後も
継続してCO₂排出抑制をはじめ、更に削減に向けた環
境活動への取組を行いながら四万十川流域の環境保
全に向けた事業活動を行いたい。

環境保全型製品の使用

社会貢献活動 〇 〇
今後も地域の社会貢献活動に積

極的に参加する。

グリーン製品購入 〇 〇
今後もグリーン製品購入の推進

を図る。 【総括】

産業廃棄物排出量の削減
〇 〇

引き続き、再資源化及び排出量

の抑制に努める。(工事高百万円当り)

【環境管理組織体制】

変更の必要性：　□有　　■無

産業廃棄物排出量の削減
〇 〇

再生資源化率は達成できなかったが
取組はできている。引き続き、再資
源化に努める。

現行の環境管理組織体制で取組を行う。

(排出総量)

用水使用量の削減 ○ 〇
達成はできているが、浄化槽の維持
に関して一定水量を必要とすること
配慮しながら取組を行う。

一般廃棄物排出量の削減 ○ 〇
ゴミの分別、再利用及び削減に

向けさらに取組を行う。

CO₂排出量削減
× 〇

工事高に対し重機稼働率の高い工種
等あり、目標値は達成できなかった
が環境活動への取組はできている。

いる。

(工事高百万円当り)

【環境経営システム】

CO₂排出量削減
〇 〇

環境活動への取組はできている。今
後も目標達成に向け取組を継続す
る。

変更の必要性：　□有　　■無

(排出総量) エコアクション21は環境経営システムとして有効に機能し
て

燃料使用量の削減 〇 〇
事務所及び各現場毎で使用量削減に
向けた、環境活動への取組はできて
いる。

電力使用量の削減 〇 ○

目標値 活動計画 コメント

達成状況 達成状況 (目標値・活動計画に対するｺﾒﾝﾄ)

環境管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

使用量削減に向け、環境活動への取
組はできている。今後も目標達成に
向け取組を継続する。

11.代表者による全体評価と見直し・指示の結果

令 和 令 和

見直しに必要な情報 代表者による見直し・指示

【環境経営方針】

変更の必要性：　□有　　■無

環境関連法規への違反・訴訟はありませんでした。 現行の環境経営方針を基本とし、活動を継続する。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

変更の必要性：　■有　　□無

達成されていない一項目があったが、全体的に環境活動へ
の取組はできている。目標達成に向けさらに環境活動への
意識の向上を図り、取組の継続を行う。また、電力のCO2
排出量の電気事業者別のCO2排出係数の変更を含め、環境
経営目標及び環境経営計画の見直しを行う。

目標項目
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